
  (様式３) 目的設定表( 年度） 予算区分： 要求区分： 確定日（ 年 月 日）

事業ｺｰﾄﾞ 政策コード 政 策 名
施策コード 施 策 名

事 業 名
指標コード 施策目標(指標)名

(tel) 担当者名部 局 名 課 室 名 班名 担当課長名
事業年度 年度 評　　価　　対　　象　　事　　業　（　計　画　）　の　　内　　容 ～ 年度

３．事業目的（どういう状態にしたいのか）１．事業立案の背景(施策目標の達成のために今なぜこの事業が必要なのか)

(重点施策推進方針との関係） 重点事業として要望 その他事業として要望

４．目的達成のための方法

 ①事業の実施主体
２．住民ニーズの状況

 ②事業の対象者･団体①ニーズを把握した対象
受益者 一般県民 （時期： 年 月）  ③達成のための手段

②ニーズの把握の方法
アンケート調査 各種委員会及び審議会 ヒアリング インターネット
その他の手法 （具体的に )

③ニーズの具体的内容

 ④比較した代替手段及び選択した手段の有効性

◎把握してない場合の理由及び今後の方針

 ①理由

 ②今後の方針

５．事業の全体計画及び財源 単位(千円)

事 業 内 訳 左　　の　　説　　明 年度 年度 年度年度 年度 年度 全体(最終)計画順位

財源内訳 左  の  説  明

国 庫 補 助 金

県　　　　　債
そ　　の　　他
一 般 財 源

令和 2年度 7月補正予算令和02 通常 令和02 08 04
0101030418 秋田の未来につながるふるさと定着回帰戦略

03 結婚や出産、子育ての希望をかなえる全国トップレベルのサポート児童会館安全安心確保事業
社会全体で子育ての安心を支える仕組みづくり04

あきた未来創造 次世代・女性活躍支援課 子育て支援班 1553 信田　真弓 松江　翔一

令和02 令和02

　秋田県児童会館は、児童福祉法第４０条に基づく児童厚生施設として、児童に健全な遊びを提供し 　利用者が安全に安心して秋田県児童会館を利用できるよう、新型コロナウイルス感染症対策を行う
てその健康を増進し、及び情操を豊かにするとともに、自然と文化に関する児童の認識を深めてその 。
豊かな人間性と創造性を育むことを目的に昭和５５年に設置された施設である。��　　　　　　　今
般、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、利用者が安全に安心して施設を利用するために対策
が必要とされる。

○ ●

県

児童、子育て家庭、子育て支援者、ＮＰＯ等

■ □ R02 06

　新型コロナウイルス感染症対策のために必要となる備品等を整備する。
□ □ ■ □
□

　秋田県児童会館利用者から新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める声がある。

　秋田県児童会館は、使用申込みによる利用者に加え、自由来館による利用者がおり、また、自主企画事業の実施もあるこ
とから、利用者の安全安心を確保するため、施設管理者が一定の対策を講じる必要がある。

0 70 2 0 3 0 50 4 0 6

児童会館安全安心確保事業 秋田県児童会館における新型コロナウイルス感染症対策のために必要となる備品等を整備
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６．事業の効果を把握するための手法及び効果の見込み

事業の期待
される成果

指標名 指標の種類

成果指標
指標式

業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅰ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北
全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

指標名 指標の種類

成果指標指標式
業績指標

①年度別の目標値（見込まれる成果による指標）指
標
Ⅱ
指　標 年度 年度 年度 年度 年度 年度 年度 最終年度

目標a
実績b ②データ等の出典

東　北

全　国

③把握する時期 当該年度中 月 翌年度 月 翌々年度 月

◎指標を設定することができない場合の効果の把握方法
①指標を設定することが出来ない理由

②見込まれる効果及び具体的な把握方法(データの出典含む)

事業の必要性

現状の課題及び施策目的に照らした事業の必要性

住民ニーズに照らした事業の必要性

事業の県関与の必要性
法令・条例上の義務 内部管理事務 県でなければ実施できないもの

民間・市町村で実施可能であるが、県が関与する必要性が認められるもの
政策評価委員会意見 重点事業の適合及び指標・目標値の適合性判定

重点事業 その他

秋田県児童会館において新型コロナウイルス感染症の発生を防ぐとともに利用者に安心し

て利用してもらう。

○
○

30 0 1 02 03 0 4 0 5 0 6
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

○
○

0 33 0 0 1 0 2 0 4 0 5 0 6
                                                                                   

                    

                    

                    

○ ○ ○

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況に応じて、施設の運営方法も変わることから、決まった利
用者数を指標とすることができないため。

秋田県児童会館において新型コロナウイルス感染症の発生を防ぐとともに利用者に安心して利用して
もらう。利用者数については、指定管理者において把握する。

子育ての安心を支えるため、新型コロナウイルス感染症の対策は必要である。

児童や子育て家庭等を対象とした施設であるため、新型コロナウイルス感染症の対策は必
要である。

■□ □
□

県で所管する秋田県児童会館における事業であり、県でなければ実施できない。

○ ○


